
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

庭
園
遺
跡
の
調
査
と
研
究
経
過

旧
一
乗
院
庭
園
遺
跡
の
復
原
的
考
察

ー、
調
査
の
経
緯

奈
良
市
登
大
路
に
面
し
て
建
つ
奈
良
県
庁
と
奈
良
地
方
裁

（
註
1
）

判
所
の
敷
地
が、
興
福
寺
旧
境
内
中
で
最
も
重
要
な
大
乗
院

と一
－衆
院
両
門
跡
の
住
房
跡
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で

あ
る。
そ
の
う
ち
で
も
旧一
乗
院
の
屋
敷
其
他
の
建
物
を
含

む
敷
地
が、
明
治
9
年
奈
良
地
方
裁
判
所
に
移
管
さ
れ、
そ

の
後
幾
棟
か
の
建
増
し
は
あ
っ
た
が、
旧
い
建
物
を
ひ
ど
く

改
築
す
る
こ
と
な
く、
昔
の
ま
ま
に
利
用
し
て
来
た
の
で、

割
合
よ
く
今
日
ま
で
残
っ
た
の
で
あ
る。
そ
し
て
笈
殿、
殿

上、
御
玄
関
な
ど一
連
の
建
築
群
が、
創
造
さ
れ
た
時
の
ま

ま
の
位
置
に、
今
日
に
及
ん
で
い
る
こ
と
は、
近
世
公
家
住

宅
文
化
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
だ
け
で
な
く、
寝
殿
造
系
建

築
の
研
究
上
最
も
貴
重
な

育公表
が
あ
る（
第
1
図）。
従っ
て

現
況
の
ま
ま
保
存
す
べ
き
か、
移
築
し
て
保
存
す
べ
き
か
の

論
議
が
関
わ
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る。
遺
跡
庭
園
室
で
は、

数
年
前
か
ら一
乗
院
関
係
の
古
文
書
や
指
図
の
類
を
蒐
集
し

て
い
た。
そ
こ
で
今
日
ま
で
判
明
し
た一
－衆
院
庭
園
の
略
史

を
の
べ
よ
う。2、

旧一
乗
院
庭
園
の
略
史

｜日一乗院笈殿

一
再衆
院
に
関
す
る
図
を
参
考
に
し
つ
つ、
地
形
測
量
に
よ

っ
て
得
た
資
料
に
基
い
て
笈
殿
背
函
に
池
が
あ
っ
た
こ
と
を

二応
推
定
し
得
た
が、
記
録
の
方
で
は
こ
の
池
庭
の
こ
と
は

あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い。
但、
古
図
に
は
震
殿
の
背

面
に
東
南
か
ら
西
北
に
か
け
て
細
長
い
池
水
面
が
斜
に
描
か

れ、
そ
の
末
が
二
つ
に
分
岐
し、
一
つ
は
笈
殿
真
北
に
あ
る

（
註2
）

書
院
か
ら、
笈
殿
の
西
北
隅
に
つ
づ
い
て
い
る
波
廊
の
下
を

く
ぐ
り
抜
け
て、
西
北
に
向
う
水
路
と、
も
う一
つ
は、
そ

の
廊
が
書
院
よ
り
約
四官、
の
と
こ
ろ
で
直
角
に
胸
り、
南
北

に
通
っ
て
い
る
が、
そ
の
渡
廊
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
廊
の
下
方

を
通
っ
て
真
西
の
方
向
に
及
ん
で
い
る。
池
の
北
汀
は、
実

第1図

建
造
物
研
究
室・
遺
跡
庭
園
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測
図
の
海
抜
由N
－N日
ヨ
の
等
高
線
に
添
っ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
ハ
第
2
図）。

さ
て
こ
れ
ら
の
池
庭
が
い
つ
頃
か
ら
の

も
の
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
が、
そ
の
歴
史
を
ふ
り
か

え
っ
て
見
る
と、
そ
れ
は
平
安
時
代
に
ま
で
湖
り
そ
う
で
あ

（
註
3
）

る。
一
乗
院
文
書
に

永
延
二
年
（由∞吋）
丁
亥
九
月
十一
日一
－衆
院
御
造
営
也

（
中
略）
南
面ニ
紫
震
殿
及
内
裏
御
殿
仮ニ
移
即
会
屋
殿

十
二
字
禁
中
自
御
造
営
也、
此
時
始
水
屋
川
之
流
水
通

也
（
中
略）、
寛
治
七
年
20U
3
三
月
白
河
院
行
幸

先
年
例一
乗
院
殿
入
御、
此
時一
乗
院
殴
御
池
掘
匡一
房一

仰
金
輪
池
名
給
也
（
下
略〉

と
あ
る。
記
録
は
伝
承
に
加
え
後
世
の
粉
飾
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
が、
水
屋
川
を
通
し
た
こ
と
や、
池
庭
の
あ
っ
た
こ
と
だ

（
註
4
）

け
は
信
頼
出
来
る
と
思
う。
そ
こ
で
水
屋
川
か
ら
水
を
引
い

て
来
た
と
な
る
と、
そ
れ
は
唐
門
の
東
か
西
か
ど
ち
ら
か
ら

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
し、
笈
殿
の
背
後
に
園
池
が
あ
っ
た

と
す
る
と、
そ
の
池
の
形
状
や、
水
辺
の
勾
配
な
ど
も
知
り

（

註5
）

た
い
の
で、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
最
近
行
っ
た
電
気
比
抵
抗

法
に
よ
る
復
原
的
考
察
法
を
加
味
す
る
こ
と
と
し
た。

3、
電
気
比
抵
抗
法
に
よ
る
池
及
び
遣
水
の
調
査

こ
の
調
査
は、
旧一
乗
院
庭
園
に
か
つ
て
存
在
し
た
と
考

え
ら
れ
る
池・
進
水
な
ど
の
状
態
を
発
掘
す
る
こ
と
な
し
に



こ
の
測
定
に
使
用
し
た
器
具
は
京
大
農
学
部

の
好
意
に
よ

り
借
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
績
河
電
機
製
作

所
製

の
L

m

型

大
地
比
抵
抗
測
定
器
で

あ
る。

測
定
方
法
は
4
極
法
で、
電
極
間
隔

M
m
か
ら

M
m
毎
に

3
m
迄

の
垂
直
探

査
と 、

電
極
間
隔
l
m
と
す
る
水
平
探

査

に
よ
っ
た 。

前
者
の
測
定
地
点
は
実
測
図（
第
2

図）
に
示
し

た
I

1
WH
 

の
6

地
表
か
ら
探
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て 、

昭
和
初
年
m
月

初
日
よ
り
日
月
2
日
ま
で

の
3
日
間
に
実
施
し
た
も

の
で

あ

る。
一
乗
院
庭
園
は 、

海
抜
mm
m
前

後
に

あ
り、

附
近

の
地

質
は
粘
土
と
砂
礁

の
互
層
よ
り
成
る
洪
積
層
で

あ
り、
調

査

地
域
内
で
地
質
学
的
に
特
記
す
べ
き
個

所
は
み
ら
れ
な
か
っ

た

遺
跡

・
庭
園

の
調

査
と
研
究
経
過

御即時mt

第2図 一衆院跡実視I）図
曲線のうち実線は等価比抵抗線（数字O·mJ・破線は等高線（数字海抜高）

り で個、あ所
は後
調者

IJ.!lj 17域査
線のに区

を
設
け、
各
測
線
上
で
1
m
間
隔
に
測
定
を
行
な
っ
た 。

以
下
に
そ

の
結
果

の
概
要
を
記
す 。

垂
直
探

査
の
結
果
は

第

3
図
に一
爪
す
通
り
で

あ
る。

地
下
3
m
ま
で
は
全
体
的
に
言
っ
て
水
平
な
困
層

の
成
層

構
造
を
な
し
て
い
る。

そ
し
て
地
下
卸
価
位
に
帯
水
層
が

あ

り、
日
m
以
下
は
水
を
多
く

含
ん
だ
軟
質
粘
土
も
し
く
は

粘
土
交
り
砂

の
層
と
推
察
さ
れ
る。

E 、
町
と
も
に
幼
仰
に

低
比
抵
抗
帯
が

あ
り、

遣
水

跡
と
推
定
し
等
価
比
抵
抗
線
図

で、
E
附
近
で
は
約
印 、
W
で
は
約
叩

h
以
下

の
地
帯
に
該

当
す
る
と
考
え
ら
れ
る。

況
は
他

の
場
合
と
異
な
る
層
序
を

な
し 、

池
跡
と
推
定
し 、
そ

の
深
さ
は
約
1
m
で

あ
り
等
価

比
抵
抗
線
の

う
ち
約
叩

向
以
下

の
区
域

が
そ
れ
に
該
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る。

猶 、
I

に
つ
い
て
は
U
1
2
m

の
聞
が
水

の
多
い
粘
土

と
推
定
さ
れ 、
し
か
も
水
平
探

査
の
結
果
局
部
的
な
も

の
で

あ
る
か
ら 、

小
さ
い
水
溜
り
が

あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る。

W
の
地
下
1
m
前

後
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
る。

以
上

の
結
果
を
実
測
図
（

第

2
図〉
上
に
重
ね
て

図
示
し

一乗院構内におけ
る p-a曲線

第

3図
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

て
お
い
た
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

な
お
地
質
の
区
分
並
深
度
の
判
定
は
、
参
照
す
べ
き
地
質

柱
状
図
が
な
く
、
全
くρ
ｌａ
曲
線
か
ら
解
釈
し
た
も
の
で

あ
る
。

註

（
註
１
）
　奈良
ホ
テ
ル
南
に
池
跡
が
あ
り
、
そ
れ
を
大
乗

院
跡
と
呼
んで
い
る
が
、
実
は
治
承
の
乱
で
、一
乗

院
の
隣
に
あ
っ
た
元
の
大
乗
院
が
焼
失
し
た
の
で
、

且
て一
時
大
乗
院
の
末
寺
で
あっ
た
元
元
興
寺
別
院

の
禅
定
院
の
あ
と
を
別
当
坊
と
し
、
大
乗
院
門
跡
が

そ
こ
に
移っ
た
ま
ま
、
遂
に
元
の
大
乗
院
に
復
帰
せ

ず
に
、
明
治
維
新
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
元
の
大
乗

院
は
現
在
の
奈
良
県
庁
の
附
近
に
あっ
た
。

（
註
２
）
　一乗
院
指
図
に
は
書
院
が２
ケ
所
に
あ
る
。
真

敬
入
道
親
王
日
記
で
は
南
の
を
書
院
又
は
大
書
院
、

北
の
を
北
書
院
と
呼
ん
で
い
る
。
尊
昭
親
王
日
記
に

よ
る
と
、
北
書
院
を
そ
の
用
途
に
従
い
居
間
と
書
い

て
い
る
。
池
庭
を
は
さ
ん
で
宸
殿
の
北
に
あ
る
の
は

書
院
又
は
大
書
院
で
、
親
し
い
人
と
の
対
面
、
接
待

の
場
所
で
あ
る
。

（
註
３
）
　この
記
録
は
昔
の
ま
ま
の
も
の
で
な
く
、
或
る

古
記
録
の
写
し
か
、
抄
録
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
註
４
）
　拙稿「
南
都
の
庭
園
と
春
日
野
の
地
形
と
水

系
」
大
和
文
化
研
究
第
4
2
号
昭
和
3
5
年
1
0
月
大
和
文

化
研
究
会
発
行
。

（
註５
）
　電気
比
抵
抗
法
に
よ
る
埋
蔵
遺
構
の
調
査
は
既

に
飛
鳥
寺
跡
、
法
金
剛
院
、
東
大
寺
知
足
院
、元
興

寺
極
楽
坊
、
平
城
宮
跡
の一
部
な
ど
で
試
み
徐
々
に

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

京
都
御
苑
内
に
於
け
る
寝
殿
造
系
庭
園
遺
跡

特
に
凝
花
洞
に
つ
い
て

１
、
京
都
御
苑一
帯
の
地
形
測
量

平
安
京
内
の
主要
公
家
邸
宅
は
、一
条
か
ら三
条
ま
で
の

間
、
東
京
極
と
東
堀
川
と
に
は
さ
ま
れ
た
区
域
に
数
多
く
集

中
し
て
い
た
こ
と
は
、
平
安
時
代
に
於
け
る
公
家
の
記
録
類

に
よっ
て
も
明
か
で
あ
り
、
拾
介
抄
其
他
の
地
誌
に
よっ
て

も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
降
る
と
、
曽
て
平
安
京

内
に
多
かっ
た
湧
泉
が
涸
渇
し
、
更
に
室
町
時
代
に
入
る
と

僅
か
に
平
安
京
の
東
北
隅
で
あ
る一
条
か
ら
二
条
、
京
極
か

ら
良
丸
あ
た
り
に
か
け
て
、
稀
に
泉
の
湧
出
を
見
る
程
度
に

なっ
て
し
まっ
た
。記
録
上
か
ら
知
ら
れ
る
も
の
は
菊
亭（
南

北
朝
時
代
の
仙
洞
御
所
の一
つ
で
後
に
室
町
殿
に
吸
収
さ

れ
る
）
山
科
教
言
朝
臣
の一
条
烏
丸
邸
、二
条
良
基
公
の
二

条
押
小
路
殿
、
そ
れ
に
足
利
尊
氏
居
館
の
南
等
持
寺
な
ど
で

あっ
た
。
後小
松
天
皇
の
頃
内
裏
と
さ
れ
、
明
徳
３
年（
１３

９２）
閊
1
0
月
５
日
南
朝
の
後
亀
山
天
皇
よ
り
正
式
に
神
器
を

受
け
ら
れ
、
爾
来｛
呂
年
に
わ
た
り
内
裏
と
し
て
固
定
し
た

土
御
門
東
洞
院
殿
と
、
そ
の
南
側
の
二
条
高
倉
殿
も
庭
園
の

美
景
に
よっ
て
聞
え
、
後
に
町
田
家
蔵
洛
中
洛
外
昇
風
絵
に

も
殿
舎
と
庭
園
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

長
い
戦
国
を
経
て
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
依
然

と
し
て
皇
室
や
公
家
の
邸
宅
が
集
中
し
た
の
は
こ
の
附
近一

帯
で
あっ
た
。
ま
た
明
治
以
後
京
都
市
街
が
ど
ん
ど
ん
近
代

化
して
行っ
たに
も
拘
ら
ず
、旧
内
裏
、
大
宮
御所（
仙洞

御
所）、近
衛殿
、八
条
殿（
桂
宮
本
邸）、
九
条殿
、
閑
院

3
6

宮
家
跡
な
ど
を含
む
京
都
御
苑は
、
草
地又
は
疎林
地
の
ま

まで
今日
に至っ
て
い
るの
で
、
密
集し
た
住宅
地
や
ビル

街
な
どの
地域
と
は
違っ
て
、昔
な
がらの
地
形
や
池
跡
な

ど
が残
る可
能
性
があっ
た
。

現
在
京
都
御苑
は厚
生
省国
立公
園
部
かそ
の
管
理
に当

っ
て
い
るので
あ
る
が、そ
の
厚
生
省国
立公
園
部
京
都
御

苑
管
理
事
務所
の
許可
を得て
、
3
6
年１１一
月
1
3
日
か
ら
2
7
日

まで
の
約２
週
間
、
遺
跡庭
園
室で
は
村岡正
君（
京
大出

身
庭
園研
究
家
）の
応援
を得て
、こ
の一
帯
の
遺
構の
調

査
を行っ
た
。既
に
仙洞
御所
につ
いて
は
かねて
よ
り文

黔
に
を
蒐
集して
い
たし
、更
に
昭
和
3
1
年
夏
に
は
詳細

な
実
例調
査
を行
うこ
と
がで
き
たの
で
、そ
の
成
果
は同

（
註２）

年
秋の
美
術
史
学
会及
び造
園
学
会に
於て
報
告
し
た
。
ま

た旧
内
裏
京
都
御
所の
実
測
調
査
は昭
和
3
2
年夏
に
行
い
、

こ
れ
ま
た
造園
学
会へ
の
報
告
を了
え
た
。従っ
て
昨
秋の

調
査
は
九
条毆
、
閑
院宮
跡
、
近
衛
殿の
そ
れ
ぞれ
池
庭

跡
に
主力
をそ
そ
い
だので
あ
る
。
ま
た池
跡
は
残っ
て
い

な
い
が、平
安時
代以
降公
家
の
跡
と
伝え
ら
れ
る
花
山
院
、

高
倉
殿（
後
の
凝
花
洞
）、
敬
法
門
院
跡
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ

（
註３
）

ら
に
つ
い
て
は
学
報
の一
部
と
し
て
、
別
掲
の
も
の
が
あ
る

ので
省
略し
、本
稿で
は
主と
して
延
宝度
後西
院
と
その

庭
園（
凝
花洞
）の
地形
につ
いて
述
べよ
うと
思
う
。

２
、後
西
院
延
宝度
仙
洞
御
所（
註４）

凝
花洞
と
い
うの
は延
宝
年
間
に
於け
る
後西
院
仙洞
御

所の
庭園
の
名
称の
こ
とで
あ
る
。



旧
内
裏
の
南
側
の
敷
地
は
早
く
か
ら
二
条
殿
と
し
て
聞
え

町
田
氏
扉
風
に
も
そ
の
殿
舎
と
庭
と
が
描
か
れ
て
い
る 。

此

地
に
最
初
仙
洞
御
所
が
設
け
ら
れ
た
の
は
寛
文
3
年
2
8
ど

の
こ
と
で 、

正
月
初
日 、

霊
元
天
皇
に
位
を
ゆ
づ
っ
た
た
め

幕
府
は
内
裏 、

明
正
院 、

後
水
尾
院 、

東
福
門
院
の
各
御
所

の
造
営
に
ひ
き
つ
づ
き 、

ロ
月
幻
白
木
造
始 、

翌
4
年
8
月

8
日
上
棟 、

8
月
幻
日
移
従
さ
れ
た
の
が
こ
の
後
西
院
仙
洞

御
所
で
あ
っ
た 。

そ
の
こ
ろ
の
敷
地
は
東
西
鉛
間
余 、

南
北

東
築
地
九
間
余 、

最
長
色
町山
間
余
で
あ
り 、

殿
舎
の
総
坪
数

N
8吋
坪
余
で
あ
っ
た 。

し
か
し
こ
の
御
所
は
叩
年
程
で
焼
失

し
て
し
ま
っ
た 。

寛
文
日
年
（同
町
吋ω〉

の
火
災
後
の
復
興
は 、

存
外
手
間
取

り 、

延
宝
3
年

己
ミ
己

3
月
幻
日
木
造
始 、

同
7
月
初
日

の
上
棟 、

同
年
ロ
月
2
日
上
棟
と
共
に
移
徒
が
行
わ
れ
て
い

遺
跡
・

庭
園
の
調
査
と
研
究
経
過

る 。

後
西
院
は
貞
享
2
年

2
8日〉

2
月
幻
日
崩
御
さ
れ 、

勧
修
寺
文
書
に
よ
る
と 、

こ
の
後
西
院
御
所
は 、

翌
3
年
5

月
7
日
に

、

そ
の
主
要
殿
舎
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る 。

そ
こ
で
貞
享
4
年

o
g
3

4
月 、

旧
内一一

の
東

南
の
空
地
に
東
宮
御
所
を
増
築
し 、

仙
洞
御
所
と
す
る
に
当

つ
て
は 、

後
西
院
御
所
に
残
さ
れ
て
い
た
旧
殿
舎
を
移
建
し

て
い
る
の
で 、

そ
れ
以
後
宝
永
4
年

2
8
3

に
こ
の
地
に

東
宮
御
所
が
建
て
ら
れ
る
ま
で
空
地
と
な
っ
て
い
た 。

宝
永
4
年
（
見
。
3

m
月
造
営
の
慶
仁
親
王
（
東
山
天
皇

皇
子
）

の
東
宮
御
所
は
翌
宝
永
5

年
3
月
8
日
焼
け 、

そ
の

あ
と
は
宝
永
5

年
7
月
着
工 、

6
年
6
月
幻
日
東
山
天
皇
が

中
御
門
天
皇
に
譲
位
さ
れ
新
装
成
っ
た
こ
の
仙
洞
御
所
へ

、

7
月
2
日
に
移
従
さ
れ
た
の
で
あ
る 。

凝花洞築山跡（御苑内〉

さ
て
こ
れ
ら
の
敷
地
の
輪
廓
は
勿
論
の
こ
と
各
建
物
の
配

置 、

内
裏
と
の
関
係
位
置
な
ど
す
べ
て
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
指

図
に
よ
っ
て
判
明
す
る
の
で
あ
る 。

し
か
し
ど
れ
に
も
庭
園

（
註
5
）

の
部
分
だ
け
は
図
示
さ
れ
て
い
な
い 。

そ
こ
で
家
蔵
凝
花
洞

庭
園
図
を
狙
上
に
乗
せ 、

検
討
を
加
え
て
見
た
い
と
思
う 。

こ
の
図
の
輸
か
く
は 、

延
宝
度
の
後
西
院
仙
洞
御
所
に
一

致

す
る
の
で
あ
る 。

し
か
し
延
宝
度
の
後
西
院
の
指
図
で
は 、

東
側
約
3
分
の
l
を
除
き
南
半
分
を
空
白
と
し
て
い
る
の
で

そ
の
空
白
の
場
所
は
庭
園
敷
地
ら
し
く
思
わ
れ
る 。

し
か
る

に
家
蔵
の
指
図
に
は
こ
の
南
半
分
の
東
側
に
も
建
物
が
描
か

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る 。

と
こ
ろ
が
前
掲
の
如
く
延
宝
度
の

後
西
院
仙
洞
御
所
は 、

後
西
院
崩
御
と
共
に 、

建
物
の
多
く

は
他
所
に
移
建
さ
れ 、
一

時
建
物
敷
地
内
が
完
全
に
空
地
と

な
っ
た
時
期
が
あ
っ
た 。

南
北
を
半
身
に
仕
切
る
塀
の
北
側

第4図

に
あ
っ
て
主
要
建
築
は
勿
論
の
こ
と 、

池
庭
の
東
側
に
あ
っ

た
建
物
も
他
所
へ
移
建
し 、

そ
の
あ
と
に
池
庭
を
少
し
く
東

方
へ
拡
げ
る
こ
と
は
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う 。

庭
園
指
図
は
ま
さ
し
く 、

こ
の
よ
う
な
重
要
な
建
物
が
一

つ
も
な
く 、

そ
し
て
庭
園
の
一

部
を
東
の
方
（
建
物
跡
地
）

に
拡
張
し
た
状
態
で
あ
り 、

庭
園
の
北
部
に
御
茶
屋 、

東
北

寄
の
中
島
に
環
波
亭 、

南
の
中
島
に
畳
床
蔵
と
い
う
2

棟
の

庭
園
建
築
と
蔵
座
敷
だ
け
を
描
い
た
も
の
で
あ
る 。

3 、

凝
花
洞
庭
園
の
復
原
的
考
察

後
西
院
や
東
山
院
の
仙
洞
御
所
の
曽
て
の
敷
地
を
囲
綴
し

て
い
た
築
地
塀
も
建
築
の
基
礎
も 、

何
一

つ
残
っ
て
い
な
い

の
で 、

凝
花
洞
の
区
域
は
指
図
に
記
入
さ
れ
て
い
る
寸
法
と

旧
内
裏
（
京
都
御
所
）

や
仙
洞
御
所
な
ど
今
日
は
っ
き
り
と

残
っ
て
い
る
門
や
築
地
帽掛
か
ら
の
距
離
を
算
出
し
て 、

図
上

に
復
原
し
て
見
る
外
に
手
は
な
い 。

と
こ
ろ
で
旧
内
裏
（
現

在
の
京
都
御
所
は
安
政
造
営〉

と
の
関
係
か
ら
割
出
し
て
見

る
と 、

そ
れ
は 、

現
在
の
京
都
御
所
の
南
築
地
冊掛
か
ら
お
問

符
即
ち

お
ベ。
m

、

旧
内一一

（
京
都
御
所
）

の
西
築
地
塀
の

線
よ
り
東
側
へ
%
m
引
き
下
っ
て
存
在
し
た
こ
と
が
判
る 。

そ
こ
で
こ
の
輪
廓
内
に 、

家
蔵
の
指
図
を
参
考
に
し
つ
つ
比

例
配
分
に
よ
り 、

同
じ

縮
尺
率
に
於
て
池
庭
を
書
き
込
ん
で

見
る
と 、

現
在
旧
内
裡
（
京
都
御
所
）

の

南
築
地
出掛
か
ら

】
宏
m
に
頂
点
を
も
っ
東
西
幅
約
初
m

、

南
北
幅
約
m
m

、

周
辺
よ
り
の
高
さ
約
NE
印

m
（
海
抜
2・
ωH
m
）

の
築
山
は 、

ち
ょ
う
ど
家
蔵
凝
花
洞
古
図
に
書
か
れ
て
い
る
所
の
池
の
四

つ
の
中
島
の
う
ち 、

中
央
よ
り
や
や
西
寄
り
に
あ
る
中
島
の

輪
廓
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
こ
と
が
判
っ
た 。
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花
山
院
に
も
同
類
の
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い 。

京
都
近
郊
の

（
註
7
）

庭
園
で
は
鳥
羽
殿
秋
の
山
が
あ
り 、

室
町
時
代
の
実
例
と
し

（
註
8
）

て
は
蓮
如
上
人
の
山
科
南
殿
跡
（
光
照
寺
〉

の
中
島
に
は
海

抜
高
8・
日
m
前
後
（
推
定
水
面
よ
り
約
6
m
高
い
）

の
築
山

が
二
つ
並
び
袋
え
て
い
る 。

現
在
京
都
御
苑
の
中
に
残
る
近

衛
般
の
中
島
も
築
山
状
で
あ
り 、

桂
離
宮
の
場
合
も 、

築
山

は
何
れ
も
中
島
上
で 、

殊
に
賞
花
亭
北
方
の

頂
上
は

海
抜

M
∞
日
o
m

、

そ
し
て
池
の
水
面
を
抜
く
こ
と
約
7
m

以
上
で

あ
る 。

即
ち
築
山
は
池
畔
に
造
ら
ず 、

中
島
上
に
築
く
と
い

う
の
が
平
安
時
代
以
降
所
謂
作
庭
記

流
庭
園
の
伝
統
で
あ
る
の
か
も
知
れ

な
し今

回
は
地
形
測
量
に
よ
る
復
原
を

主
眼
と
し
た
の
で
あ
る
が 、

将
来
電

気
比
抵
抗
法
に
よ
る
探
査 、

更
に
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
こ
の
種
寝
殿
造
系

庭
園
の
具
体
的
な
姿
を
も
明
瞭
に
し

て
見
た
い
も
の
で
あ
る 。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は 、

平
安
時
代
の
平
安
京
内
に

於
け
る
寝
殿
造
系
庭
園
に
あ
っ
て
は 、

自
然
の
林
丘
を
そ
の

ま
ま
取
込
ん
だ
庭
園
の
場
合
は
別
と
し
て 、

池
を
掘
り
上
げ

た
土
を
利
用
し
人
工
で
山
を
築
く
場
合
は 、

池
の
周
辺
に
盛

土
を
す
る
こ
と
は
少
く 、

大
て
い
は
中
島
に
土
を
盛
り
上 ‘
け

そ
れ
を
山
島
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
作
庭
記
の
内
容
か
ら
判

明
す
る 。

ま
た
実
際
に
平
安
時
代
初
期
に
於
け
る
洛
中
の
庭

（
註
6
）

園
で
は 、

淳
和
院
の
池
中
島
に
墳
状
の
飯
の
山
が
あ
っ
た
し

所御都京

後西院仙洞御所復原図

註

ω

森
趨
著
「
修
学
院
離
宮
の
復
原

的
研
究」

奈
良
国
立
文
化
研
究
所

学
報
第
2
冊

昭
和
鈎
年
9
月

養
徳
社
発
行 。

削

森
麗
・

村
岡
正
稿
「
仙
洞
御
所

の
庭
園
に
つ
い
て
」

造
園
雑
誌
第

お
巻
第
1

号

昭
和
鈍
年
8
月 、

日
本
造
園
学
会
発
行 。

第5図

間

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
十
周
年
記
念
学
報
第
日
間 、

森
磁
著
「
寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察」

昭
和
初出
年
5

月
社
発
行

ω

仙
洞
御
所
関
係
の
記
録
や
指
図
に
つ
い
て
は 、

ほ
と
ん

ど
す
べ
て
を
東
京
工
大
平
井
聖
氏
の
御
示
教
に
よ
っ
た 。

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る 。

問

家
蔵
図
は
閉山
数
年
前
先
輩
針
ケ
谷
鐙
士口
氏
よ
り
贈
ら
れ

た
も
の
で
あ
る 。

建
物
は
池
北
の
茶
屋
と
中
島
上
の
庭
園

建
築
の
外
は
1

棟
も
循
い
て
い
な
い 。

削

拙
稿
「
平
安
時
代
前
期
庭
園
の
研
究」

建
築
学
会
大
会

論
文
集
第
日
号

昭
和
U
年
4
月 、

日
本
建
築
学
会
発
行

肘

拙
稿
「
鳥
羽
殿
庭
園
考」

造
園
雑
誌
第
5
巻
第
2

号

昭
和
日
年
7
月 、

日
本
造
園
学
会
発
行 。

拙
稿
「
第
三
鳥
羽
殿
遺
跡
の
調
査
概
報」

名
神
高
速
道
路

路
線
地
域
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告

昭
和
M
年
3
月 、

京
都
府
教
育
委
員
会
発
行 。

問

森
組
著
「
中
世
庭
園
文
化
史」

奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
学
報
第
6
冊
昭
和
泊
年
2
月 、

吉
川
弘
文
館
発
行 。

〈
森

磁
・

牛

川

喜

孝）
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